
 

（第２号様式）（用紙日本工業規格Ａ３横長型） 

神奈川県教育委員会教育長 殿 

平成 ２９ 年 ３ 月３１日  

県立西湘高等学校  

平成 28 年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 視点 
４年間の目標 

（平成 28年度策定） 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 

（３月１７日実施） 

総合評価（３月３０日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①課題解決能力、

プレゼンテーショ

ン能力を伸長する

教育課程編成や組

織的な授業改善に

取り組む。 

 

 

 

 

 

②学校行事の企

画・運営を生徒主

体のものとし、生

徒の社会性と実践

力の向上を図る。 

①ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞ

（ＡＬ）の視点

を踏まえた授業

研究と実践を進

める。 

 

プログラミング

教育推進指定の

初年度として研

究を進め一部実

践に取り組む。 

①職員向けＡＬ研修会

を開催する。 

全教科科目で計画的に

ＡＬを導入した授業を

実施する。 

 

プログラミング教育推

進のための職員向け研

修会と生徒向け特別授

業を実施する。 

①実施後、教員の

理解が深まった

か。 

生徒による授業評

価の「生徒主体の

授業の工夫」項目

の平均が 3.0 以上

となったか。 

 

実施後、生徒・職

員の理解と意欲が

高まったか。 

①外部講師を招き
「大学入試改革の
視点を取り入れた
授業改善」の職員
研修会を実施し
た。また、それを
踏まえた教科別の
研究協議会を開き
改善に取り組ん
だ。 
各科目担当者がＡ
Ｌを意識した授業
を行った。 
 
連携企業と打ち合
わせをし、情報担
当教員向けの学習
会を開き、今後の
授業の方針を検討
した。理数コース
の情報の時間を中
心にレゴロボット
によるプログラミ
ング教育を実施し
た。 

①研修会については、
次年度、生徒主体の授
業の工夫がさらに進む
ような内容を検討し、
実施する。 
 
来年度の情報の授業に
おけるプログラミング
教育の実施方法の詳細
案を決め、実施する。 
 
 

①生徒一人ひとりのコ
ミュニケーション能力
が低下しているように
思う。コミュニケーシ
ョン能力向上を目指し
た指導をしてほしい。 
 
アクティブラーニング
は、生徒自身が受け身
では駄目だと気づく必
要 が あ る 。 評 価 を   
生徒が見て、検討して
いく体制にすべきだ。 
 
教師側がアクティブラ
ーニングを習得してい
るのか。まず、教員側
の研修が必要である。 
 

①各科目担当者がＡＬ
を意識した授業を行っ
ているが、7 月の「生
徒による授業評価」は
半数の教科で 3.0 に達
していない。12 月につ
いては若干改善した
が、まだ十分とは言え
ない。 
「教員の理解が深まっ
たか」は評価の観点が
あいまいである。 
 
プログラミング教育に
ついては「社会と情
報」の授業でレゴロボ
ットを使って導入的に
実施できたが、新しい
分野の目標なので、よ
りシンプルに計画性を
検証しやすいロードマ
ップ作成が望まれる。 

①ＡＬ、プログラミン
グ教育ともに新しい内
容であるので、4 年間
継続的に検証できるよ
う、評価の観点を段階
的に設定する。 

２ 
生徒指導・ 
支援 

①生徒一人ひとり

のニーズに応じた

支援のため、教育

相談コーディネー

ターを核とした生

徒支援体制の構築

に努める。 

 

 

②部活動の活性化

をとおして社会性

の育成を図る。 

①支援教育、イ

ンクルーシブ教

育の推進につい

て職員全体で理

解を深め、支援

が必要な生徒へ

の対応策を共有

化する。 

 

②学校全体とし

てチームワーク

のとれた責任あ

る部活動の運営

に取り組む。 

①支援教育について職

員向けの実践的研修会

を開催する。 

ケース会議等により個

別の生徒の状況を共有

化する。 

 

 

 

②学校として部活動の

規律ある運営に取り組

む。 

①実施後、教員の

理解が高まった

か。 

 

支援が必要な生徒

の指導に生かせ、

課題解決につなが

ったか。 

 

②各部活動がルー

ルを守り充実した

ものとなったか。 

 

 

①色覚異常や性的
マイノリティをテ
ーマにした職員対
象の研修会を実施
し、板書の工夫や
声かけなどについ
て理解を深めるこ
とができた。 
 
教育相談担当者会
議を 3 回開催し、
学年の枠を超えて
情報を共有した。 
 
②雨天時における
運動部の校舎使用
規定と文化部の活
動場所使用規定を
作成し、顧問会議
において周知し
た。 

①個別支援が必要な生
徒が多く、優先順位を
つけてうまく対応する
必要がある。 
 
養護教諭と担任との連
携について個人差があ
るので、表面化しにく
い事例に気づくシステ
ム作りが必要である。 
 
 
 
 
②部活動インストラク
ターを希望する部が割
り当てられた数より多
く、調整が必要であ
る。部活動支援ボラン
ティア事業も活用して
いく必要がある。 
 
 
 

①「いつ、どのよう
に」が明示されないと
今後も同じような方策
や評価の観点がくり返
される心配がある。特
に教員がどう臨むかが
示されないと支援体制
の構築に向かわない。 
高校教育は「大学に入
学するためのプロセ
ス」か「将来の自己実
現のジャンプ台」なの
か生徒によって差はあ
ると思うが将来設計的
な時間があるとよい。 
②最近の西湘生はおと
なし過ぎ、全てに対し
て物足りなさがあり大
変残念である。部活動
においては、勝負にこ
だわる生徒も沢山いる
ので、教員が妥協せず
導いて欲しい。もっと
やれるはずだ。 

①支援教育についての
職員向け研修会を実施
し、理解を深めること
ができた。 
また、教育相談担当者
会議を開き、職員間で
情報を共有した。 
ＳＣからの情報提供の
体制の確立が必要であ
る。 
 
 
 
 
②部活動においては、
雨天時における運動部
の校舎使用規定と文化
部の活動場所使用規定
を顧問会議において、
職員間で確認し、規律
ある運営に取り組ん
だ。 

①支援教育・インクル
ーシブ教育の推進につ
いての具体的な方策を
示す必要がある。 
個別の支援と全体に対
する未然防止策を検討
する必要がある。 
 
 
 
 
②部活動を顧問がどの
ように運営するかとい
う指針をきちんと示
し、部活動の活性化を
とおして生徒の社会性
の育成を図ることにつ
なげる。 
本校の特徴として部活
動がとても活発である
ことがあげられる。今
後は更に生徒のリーダ
ーシップや主体的取り
組みを充実させたい。 



 

３ 
進路指導・ 
支援 

①進路指導の充実

を図ることで、生

徒が自らの将来を

積極的に開拓し、

実現につなげる能

力を育む。 

①入学段階から

自らのキャリア

を意識させるた

めの体系的な取

組みの充実を図

る。 

①インターンシップ等

体験的・実践的活動へ

の情報を提供し、参加

を促進する。 

生徒が自らの進路を積

極的かつ計画的に考え

ることができる手引を

作成する。 

①インターンシッ

プ等の参加者が昨

年度比で５名以上

増えたか。 

生徒が進路を考え

るうえで手引きが

役立ったか。 

①インターンシッ
プ等への参加者は
前年度と同数であ
った。 
進路の手引きを作
成し、面談や進路
説明会等で活用し
た。 
市主催の職業説明
会であるジョブス
タディの参加者が
昨年比プラス 18
名であった。 

①中間評価後、生徒に
さらなる情報提供を
し、積極的な参加を促
した結果参加者が２７
人になった。次年度
は、早い時期から積極
的に働きかけていく予
定である。 

①１、２年の頃から生
徒の自覚を促すよう積
極的な指導をしていた
だきたい。 
小田原には企業の研究
所等多くあるので、そ
ういう企業と夢のある
勉強会ができるとよ
い。 
インターンシップの参
加者数増加を目標にす
るのは、現在の西湘生
には、物理的（勉強・
部活・塾）に無理があ
る。 

①インターンシップ等
への参加者を前年度よ
り増加させることはで
きなかったが、ジョブ
スタディに 18 名参加し
たことで、推進できた
と考える。 
新たに「進路の手引
き」を作成し、面談や
進路説明会等で活用し
た。「進路の手引き」
内容の充実を図る。 

①評価の観点に、「職
員の生徒に対するアプ
ローチ」を加えられな
いか検討する。 
生徒の参加しやすい時
期等を検討していく。 

４ 
地域等との 
協働 

①地域や関係機関

の教育力を生かし

た連携を推進し、

地域に開かれ、地

域に信頼される学

校づくりを進め

る。 

①安心･安全を

主眼とした活動

をとおして、地

域や関係機関と

の協働・連携を

深める。 

①関係機関と連携した

計画的な交通安全教育

を推進する。 

 

 

 

 

関係機関と連携した実

践的な防災教育（ＤＩ

Ｇ等）を推進する。 

①生徒の交通安全

に対する意識が高

まり、交通事故件

数が昨年度より減

少したか。 

 

 

生徒・教職員の防

災意識が高まり、

行動につながった

か。 

①日頃から登校指
導等で生徒に交通
安全を呼び掛け
た。また、「交通
安全高校生会議」
で採択されたスロ
ーガンを全校集会
で紹介し、注意喚
起を促した。 
 
 
NPO 法人の防災組
織と連携し、DIG
等の研修を行い地
域における被害予
想を知るとともに
防災意識を高める
ことができた。 

①自転車の並走、右側
通行、ながらスマホ、
傘さし運転など交通安
全への意識の低い生徒
が多少いる。引き続き
啓発活動に取り組んで
いく。 
 
 
 
 
生徒の防災意識には依
然として差がある。DIG
研修等で更なる啓発を
図る。 

①交通安全について
は、地域と連携しなが
ら今後も強力に継続、
推進してもらいたい。 
通学路途中の交差点
は、年間を通して事故
があるので注意願いた
い。 
自転車・歩きスマホは
非常に危険なので注意
が必要である。 
DIG という手法は広範
囲で扱いが難しいの
で、シンプルに明示で
きる方策や観点が必要
である。 
 
津波対応については、
老人・障害者の対応が
不十分で課題である。
有事の時、学校側は極
めて大変になることを
認識し、「ＨＵＧ」の
利用を考えてほしい。 
 

①月に３日間ずつ行っ
ている登校指等で生徒
に交通安全を呼び掛け
ることで、生徒の交通
安全の意識は向上して
いると実感できる。ま
た、「交通安全高校生
会議」等で他校や地域
と連携した交通安全教
育を実施した。 
自転車事故の被害者数
を減らす取り組みを継
続的に実施する必要が
ある。 

①交通安全の関係機関
や地域との連携をもっ
とわかりやすくした方
がよい。 
自転車事故の被害者数
を減らす取り組みを引
き続き実施する。 
 
 
 
災害時など、いざとい
うときのために普段か
ら地域との交流をもっ
と積極的に行うことが
できないか検討する。 
 

５ 
学校管理 

学校運営 

①職員一人ひとり

が意欲と責任をも

って安心安全な環

境づくりに取り組

み、課題解決に向

けて積極的に取り

組む学校文化を形

成する。 

①校内業務にお

ける事故防止に

向けた体制作り

を進める。 

 

①事故の未然防止に向

けて、演習形式を取り

入れた実践的な研修の

機会を充実する。 

①研修の実施回数

及び理解度（アン

ケート）を高める

ことができたか。 

①メンタルヘルス
啓発講習会におい
てストレスマネジ
メント及びセルフ
ケアについての研
修を受けた。ま
た、ストレスチェ
ック検査を行っ
た。 

①引き続き研修を行
い、意識啓発に努め
る。 

①職員自身の肉体的精
神的な健康管理も大事
である。 
 
家庭の環境の違いもそ
れぞれあるので、なか
なか大変な事だと思う
が、同窓会もうまく活
用してほしい。 

①メンタルヘルス啓発
講習会においてストレ
スマネジメント及びセ
ルフケアについての研
修を行った。また、ス
トレスチェック検査を
行った。それにより、
職員の健康に対する意
識を高めることができ
たが、休日に活動する
部活動の顧問の負担軽
減を図る必要がある。 

①互いの健康状況を配
慮し合える環境づく
り、チームとしての学
校運営ができるよう引
き続き研修を行い、意
識啓発に努める。 


